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結晶中に添加された希土類イオンは、その光学遷移[1]やスピン緩和[2]に対するエネルギー緩和

およびコヒーレンス時間が他の固体材料と比べ長いため、固体量子メモリや量子メディア変換な

どを実現するための量子情報プラットフォーム材料として大変興味深い。さらに超微細基底状態

にある希土類核スピンは電子スピンより長いコヒーレンス時間を示し[3]、光とマイクロ波との間

のコヒーレンス変換への応用も期待されている。このような希土類イオンの中でも特にエルビウ

ム（Er3+）は、光通信波長に相当する 1.5 µm の光学遷移を有するため、情報キャリアとしての通

信波長光子と直接相互作用することが可能である。この Er3+のコヒーレンス特性を最大限に引き

出すとともに、共振器量子電磁力学効果を付加するための新しい薄膜材料を創出することができ

れば、量子情報プラットフォームへの応用が現実的なものとなる。 

このような背景から、これまで我々は Er3+のコヒーレンス時間を最大化するための結晶材料の

磁気的純化[4]、Si 基板上へのエピタキシャル薄膜成長[5]、光導波路や共振器等のフォトニックナ

ノ構造の形成[6]、および通信波長光子のメディア変換の探索[7]を行なってきている。本講演では、

これら Er 添加固体材料の量子情報プラットフォームへの応用に向けたこれまでの我々の取り組

みと最近の進展について紹介する。 

 

本研究は JSAP 科研費 JP24360033, JP15H04130, JP16H01057, JP19H02636, JP19H02207 の助成を

受けて行われたものである。 
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